A Study on Two Manuscripts of “Xiushilu ”－Focus on Script and Terminology－ by 山田 眞一























































A Study on Two Manuscripts of “Xiushilu”
　－Focus on Script and Terminology－
● 山田眞一／富山大学芸術文化学系
　 YAMADA Shinichi / Faculty of Art and Design, University of Toyama



























































































































章・条 蒹葭堂本 徳川本 出典
乾集・利用第一・津横 爾雅曰折木謂之津横 爾雅曰析木謂之津横 『爾雅・釈天』
　　　　　　　　霰布 詩経曰先集維散 詩経曰先集維霰 『詩経・小雅・甫田』
　　　　　　　　冰合 氷堅可渡北河河水已合 氷堅可渡北至河河水已合 『後漢書・巻五・王覇伝』
　　　楷法第二・二戒 搖動君心則奢侈 搖動君心則生奢侈 『（月令）廣義』







　　　　　　　　嵌金 金欽片嵌光頂圓盒 金銀片嵌光頂圓盒 『遵生八牋』






























章・条 蒹葭堂本 徳川本 出典
坤集・罩明第五・罩黃髹 王荊公好觀佛書 王荊公好好佛書 『老学庵筆記・巻三』
填嵌第七・填漆 填漆刻成花鳥彩填稠漆磨平 填漆刻成花鳥彩填漆磨平 『帝京11景物略・巻三』































章・条 蒹葭堂本 徳川本 備考
乾集・利用第一・日輝 諸器施之則生輝光 諸器施之則生光輝 語構成 
　　　　　　　　虹見 如物影文相映 如物影之相映 別字
　　　　　　　　夏養 彫刀之功如夏日生育 彫刀之㓛如夏月生育 別字
　　　　　　　　土厚 石磚及抔屑 石磚及坏屑 字形類似
　　　　　　　　柱括 桂括 柱括 字形類似
　　　　　　　　山生 泉指　漆，雲指色料 泉指濾漆，雲指色料 字形類似
其用之於其上 共用之於其上 字形類似
　　　　　　　　河出 並鈄頭刀剉刀 並斜頭刀剉刀 字形類似
　　　　　　　　泉湧 高原混混 高源混混 別字
楷法第二・六十四過・
　　　　　㯡漆之六過 皺散 皺皵 字形類似
　　刷蹟之二過・節縮 用刷滯虷行之過 用刷渋滯虷行之過 脱字
　　　　　裹衣之二過 裹之二過 裹衣之二過 脱字
坤集・質色第三・綠髹 劣于漆綠大遠矣 劣于漆綠太遠矣 別字
　　　　　　　　金髹 其金處處摩殘黑班 其金處處摩殘黑斑 字形類似
　　　紋㯡第四・刷絲 色漆者大美 色漆者太美 別字
　　　填嵌第七・填漆 皆為羅文細條穀縐 皆為羅文細條縠縐 字形類似




　　　　　　　　剔彩 侵奪厭花之光彩故也 侵奪壓花之光彩故也 字形類似
　　　　　　　　堆彩 即假彫綠也 即假彫綵也 字形類似
　　　　　　　　剔犀 此制原於錐毗而極巧致精 此制原於犀毗而極巧致精 別字
　　　　斒斕第十二・
　　　金理鉤描漆加鈿 五彩金細並施 五彩金鈿並施 字形類似
　　裹衣第十五・皮衣 棱角接合處如無縫緘 棱角接合處如無縫緎 字形類似
　質法第十七・糙漆・
　　　　　第三次煎糙 又者赤糙黃糙 又有赤糙黃糙 字形類似
　　尚古第十八・補綴 蓋好事者做祭器 蓋好事者倣祭器 字形類似
　　　　　　　　仿傚 則須印摸後熟視而施色 則須印模後熟視而施色 字形類似
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う視点から考えると、違った様相を呈する。コーパス13





















































で、「蒹葭堂本」が “大” とし、「徳川本」が “太” とし
ている箇所がある。副詞として “大”（大いに）でも “太”
（とても、あまりにも）でも通用するが、「雕鏤第十・剔













































































章・条 蒹葭堂本 徳川本 張燕21
乾集・利用第一・風吹 水楊木燒為浮炭 水楊木燒為浮炭 桴
　　　　　　　　雷同 髹器無不用瑳磨而成者 髹器無不用瑳磨而成者 磋 ？
　　　　　　　　冰合 即膠有牛皮有鹿角有魚膘 即膠有牛皮有鹿角有魚膘 鰾 ？
言膠汁如水之凝澤 言膠汁如水之凝澤 冰 ？
　　　　　刷蹟之二過 摸糊 摸糊 模
　　　　　磨顯之三過 瑳跡 瑳跡 磋 ？
　　灑金之二過・偏纍 偏纍 偏纍 壘
坤集・紋㯡第四・刻絲花 五彩花文如刺絲 五彩花文如刺絲 刻
　　　陽識第八・楂花漆 其文儼繡綉為妙 其文儼繡綉為妙 繢






　　　鎗金第十一・鎗金 鎗或作戧或作創 鎗或作戧或作創 鎗同槍，通戧，與創不
可通假。黃成有誤。
斒斕第十二・鎗金細鉤填漆 與鎗金鉤描漆相似 與鎗金鉤描漆相似 與鎗金細鉤描漆相似
　　　　　　　　　百寶嵌 錯雜而鐫刻廂嵌者 錯雜而鐫刻廂嵌者 鑲 ？
　　　　裹衣第十五・羅衣 可与與複飾第十三羅紋地諸飾互攻 可与與複飾第十三羅紋地諸飾互攻 考（攷）
　　　　　　　　　　紙衣 不露胚胎之木理 不露胚胎之木理 坯
　　単素第十六・黃明單漆 宜花堂之瓶卓也 宜花堂之瓶卓也 屏
　　　　質法第十七・棬榡 一名胚胎一名器骨 一名胚胎一名器骨 坯
　　　　　　　　　　捎當 器面窊缺 器面窊缺 窳 ？
　第三次作起棱角補平窊缺 窊缺 窊缺 窳 ？
　　　　　　第五次起線緣 唇窗邊棱為線緣 唇窗邊棱為線緣 蜃
　　　　　　　　　　糙漆 　滑灰面 　滑灰面 腠
　　　　尚古第十八・倣傚 然後攻歷歲之遠近而設骨剝斷紋 然後攻歷歲之遠近而設骨剝斷紋 考（攷） 
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13 漢籍電子文獻資料庫URL:http://hanji.sinica.edu.tw/
 中國哲學電子化計劃URL:https://ctext.org/zhs
 大正新脩大蔵経データベースURL:http://21dzk.l.u-
tokyo.ac.jp/SAT/
14 赤車駟馬生輝光《相和歌辭：白頭吟二首》李白
 蛟龍筆翰生輝光《文柏床》白居易、
 刮削露節目，拂拭生輝光《文柏床》白居易
 片言出口生輝光《行路難》李頎
 金門來見謁，朱紱生輝光《贈鄭員外》陶翰
15 陽春布德澤，萬物生光輝《藝文類聚》《樂府》
 洞房豔豔生光輝《寄荊娘寫》李涉
 掬河洗老貌，照月生光輝《游仙》賈島
 為君生光輝《感興六首》李白
 自公佈德政，此地生光輝。《過梁州奉贈張尚書大夫公》
岑參
 恩從九天至，草木生光輝。《大正新脩大藏經》《圓悟
佛果禪師語錄》
16「大正新脩大蔵経データベース」から検索できる “生
光輝” というフレーズを含む用例は以下の通りであ
る。なお、“生輝光” という用例は検出されない。
 明覺禪師語録/附、明州雪竇山資聖寺第六租明覺大
師塔銘：麟龍不爲瑞草木生光輝三尺一丈六且同携手
歸慚爾懲
 圓悟佛果禪師語録：樞密府恩從九天至草木生光輝麟
龍不爲瑞誓奮鐵石心仰答丘山惠
 大日經疏妙印鈔：業當現前淨業既現前故生光輝普照
法界故云不淨業除
 佛光國師語録：參僧問麟龍不爲瑞草木生光輝時如何
師云渭川無釣客
 義堂和尚語録：略還他老作家空云草木生光輝端的也
無答云私通車馬進云今日右幕相公入
 佛頂國師語録：籬亦一時生光輝復何小石峯之云乎哉
不則不徒免玩物喪志之
17 商務印書館、2016年。
18 東京国立博物館所蔵コレクション・名品ギャラリー、
「犀皮盆（さいひぼん）」の解説より。
19 長北（張燕）『髹饰录图说』，134頁。
20『漆工辞典』176頁‒177頁。同辞典によると、「犀
皮セイヒ」は、「主に屈輪文様を浅くなだらかに彫
り込み、赤と黄を交互に塗り重ね、最表層を褐色に
した彫漆を指す」とあり、伝世品には「屈輪文犀皮
食籠（徳川美術館蔵）」などがあるという。
21 長北（張燕）『髹饰录图说』（山東画報出版社、2007年）
22 1867年‒1950年。東京美術学校（現東京藝術大学）
教授。『東洋漆工史』（1932年、雄山閣、1960年再版）
の巻末に『髹飾録』（蒹葭堂本）を仮名交じりに書
き下ろしたものを付している。技術編である「坤集」
には各条に六角氏による解説が付されている。
図版典拠
図１－５：東京国立博物館画像データ、列品番号：QB-
6025、QA-2217より

